
四
国
中
央
市
職
労
は
４
月

20日
、
職
員
を
２
班
に
分
け

た
『
分
散
勤
務
』
に
つ
い
て

人
事
課
長
に
再
検
討
と
改
善

を
文
書
で
申
し
入
れ
ま
し
た
。

当
局
提
案
内
容
で
は
、
①
午

前
午
後
に
分
け
た
２
班
体
制

６
時
間
勤
務
〔

30分
重
複
時

間
〕
、
②
７
時
間

45分
に
不

足
す
る
１
時
間

45分
は
個
人

の
有
給
休
暇
取
得
ま
た
は
別

の
執
務
室
で
勤
務
、
③
時
間

外
は
認
め
な
い
、
な
ど
。
四

国
中
央
市
職
労
は
、
感
染
拡

大
防
止
の
点
で
不
十
分
で
あ

り
、
さ
ら
に
労
基
法
違
反
の

可
能
性
も
あ
り
、
現
場
が
混

乱
し
て
い
る
た
め
、
■
『
分

散
勤
務
』
の
目
的
で
あ
る
職

員
の
感
染
拡
大
防
止
、
行
政

機
能
の
停
止
を
招
か
な
い
よ

う
、
班
別
職
員
の
重
複
時
間

は
徹
底
し
て
避
け
る
（
管
理

職
・
会
計
年
度
任
用
職
員
は

制
度
対
象
外
、
交
代
時

30分

間
勤
務
が
重
複
）
た
め
に
、

１
日
単
位
で
の
『
分
散
勤
務
』

を
基
本
と
し
、
現
場
の
意
見

を
踏
ま
え
た
上
で
実
施
す
る

こ
と
。
■
現
在
の
『
分
散
勤

務
』
実
施
で
の
有
給
休
暇
取

得
の
強
制
は
止
め
、
７
時
間

45分
の
う
ち
１
時
間

45分
に

つ
い
て
在
宅
勤
務
ま
た
は
職

免
と
す
る
こ
と
。
■
適
法
な

勤
務
条
件
と
し
て
再
構
築
し
、

執
務
時
間
以
外
は
時
間
外
勤

務
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

休
憩
時
間
を

45分
確
保
す
る

こ
と
。
■
『
分
散
勤
務
』
体

制
を
組
め
な
い
職
場
な
ど
も

含
め
全
職
場
で
の
感
染
拡
大

防
止
策
を
と
る
こ
と
な
ど
を

申
し
入
れ
た
結
果
、
一
部
見

直
さ
れ
た
内
容
が
５
月
１
日

付
で
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

《
変
更
点
》
①
分
散
勤
務
対

象
職
員
に
会
計
年
度
任
用
職

員
を
新
た
に
加
え
る
。
②
国

の
現
在
の
濃
厚
接
触
の
定
義

「

15分
以
上
の
接
触
」
を
参

考
に
、
勤
務
時
間
を
１
日

「
５
時
間

45分
」
に
改
め
る
。

③
長
期
間
の
対
策
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
分
散
勤
務
で
取

得
す
る
「
年
次
有
給
休
暇
」

を
「
特
別
休
暇
」
と
し
、
す

で
に
取
得
の
分
散
勤
務
時
の

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
も

４
月

20日
に
遡
っ
て
「
特
別

休
暇
」
と
す
る
な
ど
の
変
更

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
４
月

21日

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
関
す
る
緊
急

要
望
書
」
を
提
出
。
５
月
１

日
に
は
医
療
介
護
支
部
も

「
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
。

源
執
行
委
員
長
ら
三
役
が
出

席
し
、
総
務
課
長
へ
４
月

15

～

20日
に
集
約
し
た
「
職
員

が
現
在
感
じ
て
い
る
こ
と
」

「
市
へ
の
提
案
」
を
直
接
伝

え
ま
し
た
。
要
望
書
の
内
容

で
は
、
①
マ
ス
ク
確
保
と
配

布
、
②
班
体
制
・
時
差
出
勤

な
ど
、
③
職
場
で
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
。

医
療
介
護
支
部
の
要
望
で
は

①
防
護
具
な
ど
の
確
保
、
②

患
者
や
ス
タ
ッ
フ
へ
の
偏
見

や
風
評
被
害
対
策
な
ど
、
③

医
療
従
事
者
へ
の
手
当
支
給
、

④
導
線
の
見
直
し
や
ス
タ
ッ

フ
の
安
全
確
保
な
ど
。

「
妊
娠
中
の
職
員
へ
の
配

慮
」
は
「
可
能
な
限
り
窓
口

業
務
を
控
え
る
こ
と
や
座
席

の
配
置
換
え
等
に
よ
り
妊
娠

中
の
職
員
に
配
慮
し
た
対
応

を
指
示
す
る
」
と
組
合
の
要

望
ど
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
介
護
支
部
へ
の
回
答
で

は
「
①
防
護
具
な
ど
の
供
給

が
少
し
安
定
し
た
。
②
偏
見

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
支
援
。

③
規
則
改
正
し
て
遡
及
し
支

給
を
検
討
。
④
今
回
の
要
望

書
で
状
況
を
再
認
識
し
た
、

あ
り
が
た
い
」
な
ど
の
回
答

と
「
今
回
の
要
望
書
に
も
誠

意
を
も
っ
て
対
応
し
た
い
。

日
ご
ろ
か
ら
厳
し
い
状
況
の

中
で
が
ん
ば
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
。
組
合

と
協
力
し
て
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
た
い
」
と
の
コ
メ
ン

ト
も
あ
り
ま
し
た
。

４
月

27日
、
愛
媛
県
医
労

連
と
自
治
労
連
医
療
介
護
評

議
会
は
、
連
名
で
県
知
事
宛

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
強
化
を
求
め

る
要
請
書
」
を
提
出
。
要
請

に
は
４
人
が
参
加
、
県
は
保

健
福
祉
部
の
３
人
が
対
応
。

【
必
要
物
品
確
保
】
Ｎ

95マ

ス
ク
は
国
か
ら
１
万
枚
が
近

日
県
へ
届
く
予
定
で
、
随
時

医
療
機
関
に
配
布
。
サ
ー
ジ

カ
ル
マ
ス
ク
は
、
医
療
機
関

で
在
庫
５
日
間
を
切
る
状
況

で
あ
れ
ば
保
健
所
に
問
い
合

わ
せ
を
。
【
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
】

検
査
基
準
は
医
師
か
ら
の

「
検
査
必
要
の
判
断
」
に
基

づ
い
て
実
施
。
【
病
棟
確
保
】

中
等
症
入
院
患
者
の
た
め
の

病
棟
単
位
で
の
確
保
へ
予
算

を
計
上
中
。
病
棟
と
し
て
重

点
医
療
機
関
指
定
の
場
合
は
、

診
療
報
酬
で
手
当
さ
れ
な
い

空
き
病
床
分
に
つ
い
て
も
協

力
金
支
給
へ
予
算
化
す
る
。

【
ス
タ
ッ
フ
環
境
】
医
療
従

事
者
ら
へ
危
険
な
環
境
の
中

で
の
仕
事
に
報
い
る
県
独
自

「
応
援
手
当
金
」
を
創
設
。

１
人
３
～
４
千
円
、
条
例
制

定
後
に
遡
及
適
用
も
検
討
し

た
い
。
【
職
員
増
】
必
要
性

は
認
識
。
こ
の
よ
う
な
時
だ

か
ら
こ
そ
医
療
従
事
者
へ
の

感
謝
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思

う
、
な
ど
回
答
。
参
加
者
か

ら
「
現
場
で
安
全
安
心
と
責

任
を
も
っ
た
医
療
介
護
の
提

供
に
必
要
な
物
品
不
足
が
深

刻
で
、
他
の
医
療
に
も
影
響

が
出
始
め
て
い
る
。
き
ち
ん

と
県
と
し
て
確
保
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
現
場
か
ら
の
要

望
を
伝
え
ま
し
た
。

（１） 第５２０号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２０年 ５月２０日

第 ５２０ 号

日 程

【５月】

20 今治水道労組執行委員会

23 県本部拡大執行委員会

県自治体一般執行委員会

24 平和行進香川から引継ぎ

29 県市長会・町村会要請

【６月】

７ 平和行進高知へ引き継ぎ

20 県本部拡大執行委員会

県本部現業評幹事会

【７月】

９ 自治労連全国代表者会議

（静岡伊東～10）

18 県本部第79回定期大会

（共済会館）

29 全労連第30回定期大会

（千葉～31）

※「県本部軟式野球大会」

「四国ブロック将棋大会」の

開催中止、「青プロ四国」の

延期について

今年度の野球大会は、4/18

県本部執行委員会で中止を決

定。「将棋大会」の中止と

「青プロ四国」開催延期も四

国ブロックで決定しました。

◎感染防止対策に係る勤務体制見直

し状況（単組聞き取り・5/7集約）

【四国中央】職員を２班に分け勤務時間を

午前・午後各５時間45分に設定し分散勤

務（会計年度任用職員も対象）

【西条】夏季休暇の前倒し取得を可能とし、

職員の休暇取得促進による出勤者数抑制

【今治】空き会議室等を活用したサテライ

トオフィスを設置、各課職員の勤務場所

を分散（約60人実施）

【伊予】職員に感染者が出た場合を想定し

た勤務体系を検討中

【内子】現在のところ勤務体系の変更なし。

「専門窓口設置」「空き会議室での分散

勤務」など組合提案予定

【西予】コロナ感染症での住民対応窓口を

新たに設置。職員の勤務体系変更なし

【宇和島】年次有給休暇の取得促進（臨時

的時差出勤、週休日の振替・割振り変更

など）

【愛媛県】１時間程度の時差出勤、職員の

在宅勤務（在宅用端末が少数で対象者は

限定的）

専門家会議が指摘する「３密」（密閉した空間・密集した場所・密接した場面）は避ける必要があ

りますが、「特定少数」で感染予防（手洗い・換気等）に留意し、①新型コロナウイルス対策にとも

なう特別休暇・勤務条件、②会計年度職員制度・労働時間管理・人員確保など職場要求、③新採歓迎

など組合加入推進などを議論する必要な会議を開催し、とりくみをすすめましょう！

５５５５／／／／１１１１（（（（金金金金））））全全全全国国国国ででででメメメメーーーーデデデデーーーー

をををを実実実実施施施施。。。。今今今今年年年年はははは新新新新型型型型ココココロロロロナナナナ感感感感染染染染

拡拡拡拡大大大大防防防防止止止止ののののたたたためめめめ、、、、各各各各地地地地でででで集集集集会会会会やややや

デデデデモモモモがががが中中中中止止止止ととととななななりりりりままままししししたたたたがががが、、、、

「「「「第第第第99991111回回回回愛愛愛愛媛媛媛媛中中中中央央央央メメメメーーーーデデデデーーーー」」」」はははは、、、、

YYYYoooouuuuttttuuuubbbbeeeeにににに動動動動画画画画をををを配配配配信信信信すすすするるるる形形形形ででででとととと

りりりりくくくくむむむむととととととととももももにににに、、、、「「「「労労労労働働働働相相相相談談談談ホホホホッッッッ

トトトトラララライイイインンンン」」」」をををを実実実実施施施施ししししままままししししたたたた。。。。

◎ 「新型コロナウイルス感染予防・拡大防止と組合活動について」



西
条
市
職
労
は
４
月
８
日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

15人

が
参
加
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
組
合
活
動
が
困
難
と
な

り
、
組
合
説
明
会
・
新
採
歓

迎
行
事
の
中
止
も
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
市
職
労
四

役
・
新
採
加
入
担
当
役
員
・

青
年
部
役
員
で
分
担
し
て
新

採
職
員
へ
個
別
に
組
合
加
入

を
呼
び
か
け
、
新
採

20人
が

加
入
。
ま
た
組
合
未
加
入
者

に
も
声
か
け
を
継
続
し
、
昨

年
度
新
採
１
人
も
加
入
し
ま

し
た
。
今
後
さ
ら
に
運
動
を

進
め
、
新
採
職
員
の
全
員
加

入
を
め
ざ
す
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
職
場
状
況
に

つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
は
１
日
の
勤

務
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
業
務

に
支
障
が
出
て
、
結
局
時
間

外
勤
務
で
対
応
し
て
い
る
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

久
万
高
原
町
職
は
４
月
８

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

４
人
が
参
加
。
当
局
回
答
に

つ
い
て
「
組
合
の
要
求
で
改

善
の
成
果
も
あ
っ
た
こ
と
を

伝
え
た
い
」
と
町
職
ニ
ュ
ー

ス
で
知
ら
せ
る
こ
と
、
ま
た

新
採
職
員
へ
の
個
別
の
声
か

け
に
つ
い
て
、
対
応
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
職
場
ご
と
に
担

当
役
員
の
割
り
当
て
を
確
認

し
ま
し
た
。
定
期
大
会
準
備

に
つ
い
て
も
議
論
し
「
執
行

委
員
を
増
や
そ
う
」
「
賃
金

や
労
働
条
件
の
知
識
や
情
報

が
得
ら
れ
る
し
労
務
管
理
の

勉
強
に
も
な
る
。
役
員
を
担
っ

て
も
ら
い
た
い
人
に
声
を
か

け
よ
う
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
改
め
て
「
本
庁
・
病

院
な
ど
で
組
合
員
に
相
談
し
、

役
員
を
決
め
た
う
え
で
定
期

大
会
を
開
催
す
る
」
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
４
月

20日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
９
人

が
参
加
。
は
じ
め
に
新
年
度

朝
ビ
ラ
・
新
採
職
場
オ
ル
グ

を
報
告
。
組
織
拡
大
で
は
①

「
新
入
職
員
組
合
説
明
会
」

の
少
人
数
で
開
催
、
②
未
加

入
者
へ
「
手
紙
＆
ア
ン
ケ
ー

ト
」
配
布
、
③
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
ス
タ
ー
ト
後
の

職
場
の
声
を
集
め
る
「
相
談

会
」
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
と

り
く
む
こ
と
を
確
認
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や
市
の

対
応
な
ど
を
踏
ま
え
、
執
行

委
員
会
は
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
、
短
時
間
で
も
開
催
し

て
職
場
の
状
況
報
告
を
行
う

こ
と
を
確
認
。
参
加
者
か
ら

「
大
変
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ

『
職
場
の
声
』
を
大
切
に
組

合
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
し

よ
う
」
「
職
場
は
コ
ロ
ナ
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
。
一
部

窓
口
業
務
は
、
職
員
を
庁
舎

内
で
分
散
さ
せ
業
務
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意

見
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

周
桑
病
院
労
組
は
４
月

27

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

６
人
が
参
加
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
対
策
で
職
場

で
は
「
患
者
と
の
面
会
禁
止
」

「
病
院
内
立
ち
入
り
禁
止
で
、

職
員
が
物
品
の
搬
入
搬
出
を

行
っ
て
い
る
」
な
ど
「
大
変

な
状
況
だ
が
、
み
ん
な
で
協

力
し
頑
張
っ
て
い
る
」
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
組
織
拡

大
で
は
４
月
採
用
看
護
師
に

対
す
る
加
入
呼
び
か
け
方
法

に
つ
い
て
確
認
。
毎
年
７
月

開
催
の
定
期
大
会
は
、
開
催

方
法
変
更
を
確
認
し
、
大
会

提
案
の
経
過
報
告
や
運
動
方

針
の
内
容
を
協
議
。
執
行
委

員
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
組
合
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

で
き
な
い
が
執
行
委
員
会
は

定
期
的
に
行
い
、
職
場
状
況

や
組
織
拡
大
へ
意
見
交
換
を
」

と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

内
子
社
協
労
組
（
コ
コ
ロ

ユ
ニ
オ
ン
）
は
４
月

28日
、

定
期
大
会
に
向
け
、
三
役
で

協
議
。
今
年
度
大
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
か
ら
、

議
案
書
を
配
布
し
、
採
決
は

用
紙
に
記
入
し
返
信
す
る
方

法
に
変
更
。
ま
た
組
織
拡
大

で
は
、
職
場
の
組
合
員
が
新

採
職
員
に
声
を
か
け
２
人
と

も
組
合
へ
加
入
し
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
職
場
状
況
と
し
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
学
校
や
幼

稚
園
は
休
み
だ
が
保
育
園
は

開
園
。
感
染
防
止
対
策
を
し

て
い
る
が
子
ど
も
と
近
い
距

離
で
関
わ
る
の
で
３
密
状
態

に
近
く
な
る
」
「
小
中
学
校

に
兄
弟
が
お
り
、
休
み
の
間
、

家
で
子
ど
も
を
見
ら
れ
る
保

護
者
に
は
自
宅
保
育
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
」
「
自

分
や
子
ど
も
が
感
染
し
な
い

か
日
々
不
安
。
保
育
園
・
保

育
士
を
守
る
対
策
も
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

県
本
部
は
４
月

18日
、
拡

大
執
行
委
員
会
を
感
染
防
止

対
策
を
施
し
て
開
催
し

10単

組

13人
が
参
加
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
の
各
市
町
・

単
組
で
の
と
り
く
み
と
課
題
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
開

始
後
の
職
場
状
況
、
新
採
組

合
加
入
の
と
り
く
み
状
況
な

ど
を
交
流
。
感
染
拡
大
防
止

で
は
「
分
散
勤
務
」
の
提
案
、

来
庁
者
対
応
課
で
の
ア
ク
リ

ル
板
設
置
、
給
食
調
理
員
の

休
業
補
償
６
割
の
継
続
、
マ

ス
ク
等
の
備
品
調
達
が
困
難

な
ど
報
告
。
四
国
中
央
の

「
職
員
を
２
班
に
分
け
て
の

分
散
勤
務
」
当
局
提
案
に
対

す
る
問
題
点
な
ど
を
出
し
あ

い
ま
し
た
。
新
採
の
組
合
加

入
も
集
団
で
の
組
合
説
明
会

な
ど
の
実
施
を
避
け
て
工
夫

し
た
と
り
く
み
を
出
し
あ
い
、

加
入
前
進
を
交
流
。
会
計
年

度
任
用
職
員
の
制
度
開
始
後

の
課
題
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
い
つ
も
通
り
に
仕
事
を
し
、

適
度
に
運
動
を
し
て
、
た
ま

に
街
に
お
酒
を
飲
み
に
行
く
。

そ
ん
な
あ
り
ふ
れ
た
日
常
が

早
く
戻
り
ま
す
よ
う
に
。

（
今
治
・
白
石
）

■
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
る

の
で
、
中
山
や
双
海
の
き
れ

い
な
菜
の
花
畑
を
見
に
ド
ラ

イ
ブ
し
た
い
で
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
筍
を
掘
り
に
行
き
、
５
本

程
取
れ
た
の
で
す
が
、
取
る

最
中
に
蚊
の
大
群
に
襲
わ
れ

大
変
で
し
た
。
以
前
は
そ
ん

な
こ
と
な
か
っ
た
の
に
暖
冬

の
影
響
で
し
ょ
う
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
コ
ロ
ナ
で
給
食
の
仕
事
が

な
い
あ
る
日
、
地
域
の
方
が

コ
ロ
ナ
で
行
き
場
を
失
っ
た

玉
ね
ぎ
の
収
穫
を
し
ま
せ
ん

か
と
、
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
玉
ね
ぎ
、
早

く
給
食
に
使
え
る
日
が
く
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
西
条
・
矢
野
）

■
激
ム
ズ
の
パ
ズ
ル
も
や
っ

て
み
た
い
で
す
！

（
西
予
・
井
上
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５２０号

２０２０年 ５月２０日

■
５
１
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」

で
し
た
。
正
解
は
５
通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

白
石

聡
（
今
治
）

越
智
紀
幸
（
今
治
一
般
）

井
上
裕
也
（
西
予
）

青
木
将
吾
（
宇
和
島
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月

27日
【
発

表
】
５
２
２
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①学校で用いられる教科用図書

④香りが良いことから、鮎の異名

⑦郵便物を郵便局に保管。○○○○郵便

⑧多人数で物事に対処する。○○○○戦術

⑨沈むようにへこむ。陥没する。

床が○○○○

【タテのカギ】

①税などで一定の金額を控除すること。

○○○○○○額

②イソップ寓話の一。歩みがのろい…

③○○人、○○聞、○○規採用

⑤天気雨を「狐の○○○○」とも

⑥進んでしようと奮いたつ。はりきる

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

感
染
拡
大
防
止
で
参
加
も
苦
慮
…

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う

《今後の執行委員会の開催について》

県本部と県内単組との意思統一・情報共有の場として

機関会議の機能は維持しつつも組合員の感染防止の対策

も必要であるため、①毎月の執行委員会は原則開催を継

続。②執行委員会は直接参加とweb会議併用を検討。③参

加者の安全を最優先とし、参加は参加者の意思を尊重す

る、を基本にして開催します。


